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　今回 ， 東京 電 力 は 「新高瀬川水力発電所 の 建設 」 に 対 し

て ， 土質工学会よ り栄誉ある技術賞をい ただ くこ とに な り

ま した 。 長年 ， こ の 工事 の 遂行に従事 し て ま い りま し た筆

者 とい た し ま し て は ， ま こ と に光栄 に 存 じて お りま す。調

査を開始 し て以来 ， 昭和44年 8 月に高瀬川渓谷 を襲 っ た 未

曾有 の 洪水 に よ る 計画 の 大幅な見直し ， 48年の オ イ ル シ ョ

ッ ク に よ る 工 事 の 繰 り延 べ
， そ して 51年 6 月 に突如報じ ら

れた米国テ ィ
ートン ダム の 決壊ニ ュ

ース と ， 様々 な 場面 に

遭遇 しな が らも無事，工 事 の 完成に 至 っ た こ と は，あ らた

め て 感慨深い もの が あ りま す 。

　 この 紙面をお 借 りし て ， 以下 に新高瀬川 発電所 工 事 の 概

要 を紹介い た した い と思 い ます。

　北ア ル プス を流 れ る信濃川 の 支流，高瀬川 は 水力資源 の

宝庫 と して古 くか ら開発が進 め られ ，大正 末期 に五 つ の 発

電所 （合計出力4 万 kW ）が作 られ た が ，
い ずれ も自流式

水力で あ り，河川水 の 利用率は50％に過 ぎな か っ た 。 高瀬

川 の 再開発 は ， こ れ らの 既設発電所を廃止 ま た は改造 し ，

河川水の 高度利用 を はか る と と もに ， あ らた に大容量 の 揚

水発電方式 を取 り入れ て計画 した もの で あ り，増大す る電

力需要に 対 し 火力，原子力 と組 み合 わ せ て 電源 の 総合的効

率化を目ざ し た もの で あ る。

　すなわ ち，二 つ の フ ィ ル ダム を築造し て 229m の 落差 を

得， 出 力 128 万 kW の 新高瀬川発電所 を設 け ， 揚水式発

電を行う。 更 に こ の 下流 に は，中の 沢発電所 （出力4．2 万

kW ） お よび工 事中の 建設省大町 ダ ム に付属す る大 町 発電

所 （出力 1．3万 kW ）を併行して 建設する もの で あ る （図

一 1 ， 表一1 ）。

　上部調整池を作る高瀬ダ ム は，高 さ 176m の 我が国最

大の フ ィ ル ダム で あ り （図一2 ）， 下 部

調整池を作 る 七倉ダム も，そ の 規模は我　
15°0

が国有数 の もの で あ る 。 堤 体材料の 選 定
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に あた っ て は ， 大型土質試験機を使用 し

て 広範な調査 を行 い ，更 に 各種 の フ ィ
ー 葺脚 。
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ル ドテ ス トを繰 り返 し て 設計値，施 工 基

準 を確立 し た 。 両ダ ム とも堤体材料 の 大　
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半 は 貯水池内に 広 く分布す る 河川堆積物
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図一1　高瀬川開発計画 図

ア部を含め た すべ て の ゾーン に 対 し て 大型振動 ロ ーラ ー

（13。5t ）を使用 した 。 施 工時に は， ラ ジオ ア イ ソ トー

プを利用した密度管理 ， グ ラ ウチ ン グに お ける大幅な電算

機の 活用 な ど ， 幾多の 特色 があげ られ る。

　特に高瀬ダム は ， 従来建設 され た ロ ッ ク フ ィ ル ダ ム に 比

し て飛躍的 に大きか っ た こ とか ら ， そ の 耐震性 に つ い て は

社外 の 専門家をま じ え て 綿密な検討が な され，数多 くの 大

型振動実験 ， 数値解析等 が 行われ た 。

　一
方，発電所 は 出力にお い て 我 が 国最大 の 水力発電所で

ある。そ の 形式は 完全地下式で ，幅 27m ，高さ 55m ，長

＊
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図一2　高 瀬 ダム 標 準断面図
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主　要　機 　器

水 　車　型　弐，出 カ 立軸フ ラン シス 型（ポ ン プ兼 用） 立 軸 フ ラ ン ス 型

お よ び 台数 3350GOkWx4 台 43500kWx1 台

発 電機　型　式，出 カ
交流三 相 同期 発電電動機

交流三 相同期発電機

お よ び 資数 367 （  kVA × 4 台 ψ 1000 騒VA × 1台

変圧器　型　式，出 カ 三 相　送 　汕　水　冷　式 三 相 送 油 風 冷 式

お よび台数 3670σOkVA 515DD　kVA
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さ 165 皿 の 地下 空 洞 は 世界最大級 の もの

で あ り，水路を含 め た 総掘削量 は 70 万

m3 近 くに も及 ん で い る。

　設計 に 当た っ て は ，岩盤 の 初期地圧 測

定 をは じ め と し て，各種 の 原位置試験 の

結果をふ ま え ， 発電所 の レ イ ア ウ ト， 壁

面 の 支保方法等 を決定 し た。

　また ， 施工時に は空洞 の 内空変位 ， 天

井ア
ーチ ライ ニ ン グの 応力等，種 々 の 計

測 を実施 して ，設計 に フ ィ
ードバ ッ ク し

なが ら安全管理 に努め て い る 。

　発電所に接続す る水 圧 管 路 （立 坑，

200m ） で は ， 内圧 の
一

部 を岩盤 に 負担

させ る設計方法 を採用 し，ま た 導坑 の 掘

削 に 大孔径 ボ ーリ ン グマ シ ン を用 い て 施

工 の 安全 を期す るな ど，新技術 の 導入 を

は か っ た 。

　本計画 の 工 事区域 は 中部山岳国立公園

内に位置 して い る た め，自然景観 の 保 全

に は 最大限 の 考慮を払 っ て い る。 す な わ

ち構造物は 極力，地下 式 に す る と と もに ，

ダム の 盛立 て 材料 や コ ン ク リート用骨材

の 採取，事務所や宿舎などの 仮建物，モ

ータープール や 各種 プ ラ ン トな どの 仮設

備は ， ダム の 水没地域 内に 計画す る こ と

と し た。

　工 事 は ，昭和46年着工 以 来，10 年近 い

歳月 と 14GO 億円 に達す る 巨費を投じて

進 め られ ，54年 6 月無事，第
一期の 運転

開始に至 っ て い る。

　現在，当社で は こ こ で 得 られ た 多 くの

技術的成果をも と に ，玉 原発電所 （120

万 kW ）， 今市発電所 （105万 kW ） を建

設中で あ ります。

　調査段階 か ら終始ご指導い た だ い た諸

先生，電力中央研究所 な らび に
．
ご協力下

さっ た 関係各位 に 対して ， 心 か ら御礼を

申し上げ る 次第 で あ りま す 。

　　　　　　　　 （原稿受理　1980．5．20）
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